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號
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秀
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masm

時の
雜 我  

住 邦  
地 上  

な 古  
る の  

% 歷 

の 史  
は ぱ  

論' 一 

者 面  
の か  

推 ら  

定 覓  
す れ  

る ぱ  
處 移  

で . 住 
は の  

多 歷 

く 史
の で

をこ

淺 

海 
部 

即 

ち

«

こ

沿 
ふ 

1Z 
浦 

地 
で

h
る 

#r 

<

河 

川
の

附 場 あ  

近 合 る  

で を 而  
あ 通 し

を *9 じ て  

必 力 て 、 當 
要 こ 河 時  

と ご 川 に  

し は の 於  

力 普 附 け  

こ 通 近 る  

と の で 理  

は 場 同 想

合
に
兄
る

.
が
如
く
交
通
上
農
業
上
の
意
義
で
、淺

海

部

即

に

.
沿
ふ

當
時
、够
住
民
に

V
J

ウ
て
殆
ん
ど
主
食
物
の
觀
を
呈
し
て
ゐ
カ
魚
.介
類
が
漁
業
の
幼
稚
な
結
果 

と
し
て
淺
海
部
に
あ
ら
ず
ん
ぱ
之
れ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
甚
だ
、困
難
で
あ
り
ぬ
こ
ご
、
同
時 

に
是
等
の
地
方
が
⑩
想

.的
の
腹

f
f
l
で
あ

ク

々
こ
と
の
ニ
黯

.
に
歸
着
す
る

ノ
レ
思
ふ
、可
ん
と
な
れ 

ぱ
、海
岸
が

‘
S

淺
で
あ
る
こ
ビ

\

其
附
，近
に
河
口
が

於

る

こ
と
\

激
'浪
怒
禱
の
患
な
&
こ
ご 

地
層
面
が
潮
水
干
満
の
！

^

均
線
に
存
す
る
こ
ビ

.

は
纖
田
其
，者
に
，？
ク
て
ほ
欠
ぐ
可
か
ら
ざ
る

資
格
で
あ
る
：、而
し
て
海

®

が
上
古
の
國
民
注
活

•

ビ
0

て
必
要
な
食
料
品
で
あ
ク
力
こ

V
J

は 

之
れ
を
以
て

Q

己
の
主
要
な
财
逢
ご
せ

.

し
も
の
あ
た
し
を
以
て
瞪
明
す
る
こ
と
が
出
來
る
、即 

ち
仲
哀
紀
に
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掛
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白
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中枝掛

n

十
撮
斜
！下枝
掛
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八
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邀

1

參H

迎
于

.
周
势
沙
麼
之
滞
パ
而
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氣
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地
S

以
奏
言
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自
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穴
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向
律
野
大
濟
：
 

ざ
東

C
!

以
ニ
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8

屋
大
濟

1

爲ir

西
門

T

限
-
!沒
利
島
阿
旧
島
~爲

ニ
御

営

！

割
，，

柴

島

，
爲

ニ

御
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.

以n

逆

見

海1

爲
u

s

地1

云
々

と
も
る
如
ぐ
、

-

： !

ノ
縣
主
熊

®

が
自
己
の
忠
節
を

#

ふ
爲
め
に
魚
酸
地
を
献
じ
た
一
事
は
、明
か
に 

魚

®

地
な
る
も
の
が
當
時
、彼
れ
に
と
ウ
て
最
も
貴

®

な
財
産
で
あ

C
v

力>
J

.と
を
明
か
に
す
る 

も
の
で
あ
る
，又
、以
上
の
記
事
中
に
あ
る

r

名
籠
屋

」

は
.伊
藤
常
足
が
太
宰
營
內
志
の
中
に

r

名
籠
は 

魚
籠

(

ナ
ゴ

)

の
意
か
又
は
魚
木
屋

(

ナ
ゴ

H

に
て
も

.
あ
る
か

」

と
云
ウ
カ
如
く
、狼
得
し
々
魚
類

_

ベ 

關
す
る
納
屋
の
所
在
地
で
今
の
筑
前
遠
贺
郡
若
，松
#

の

北

一

里
の
卿
附
近
に
存
し
カ
も
の

V
J

 

思
ふ
、斯
く
て
是
等
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鎮
十
5

五、

布
せ
ら
れ

☆

の
で
あ
る
、更
に

.轉

t
て
西
に
向

r
ぱ
海
神
國
な
る
も
，の
が
あ
る
、而
し

‘て

此

の

國

'

の
主
な
中
心
點
は
筑
前
糟
屋
都
の
志
資
，新
宫
方
面
に
ぁ
ゥ
力
ょ
ぅ

£

は
れ
る
、g

ち
現
時
の 

t>

ぬ
賀
鳥
は
延
喜
武
の
志
賀
、和
名
抄
の

.志
加
で
、此
島
に
，鎭
坐
せ
る
志
加
：海
神
二

j

坐
は
阿
暴

W

の 

祖
神
で
、此
阿

*

述
は
應
肿
天
皇
紀
に

「

十

！

月(

三
年)

處
處

I

海
人
；11

S

不

，
從

，
命

、
則

遺

i

連
祖 

大
潘
宿

*
!平
，r

其
.謝
f
t
!因爲

„
海

，
人

之

宰

こ

W

る
に
て
も
、其
勢
力
の
程
を
察
す
る

こ

V
J

が
出
来 

る
の
で
あ
る
而
し
て
斯
く
の
如
&
政
治
的
勢
力
を
發
生
せ
し
經
濟
的
意
義
に
就
さ
て
考
ふ
る 

に
此

'方
面
で
は
多
少
農

.
‘産
物
の
獲
得
に
務
め
力

.

の̂
な
さ
に
し
も
あ
ら
：
で
あ
る
が
、を
勢
な

.

の，多
く
は
宗
像
及

A
女
山

W

の
勢
力
に
妨
げ
ら
れ
て
大
な
る
陸
上
發
展
を
な
し
得
な
か
ク
た 

®
柴
と
し
て
此
方
面
の
盟
な
職
業
が
海
産
物
の
獲
得
、妹
に
海
驢
で
あ
ウ
た
ビ
考
え
ら

る
/
.

の 

は
葉
集
第
三
卷
石
川
少

®

の

歌

に

配
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軍
を
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か
ゼ
航
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久
®」

又
举
第
七
卷
释
旅
の
部
に
加
乃

6
水
郎
ど
総
歉
彫
，̂ゼ

お

歡 

ほ
同
集
第
十
七
懇
平
祥
氏
女
郎
が
大

#
宿
翩
家
持
に
：赠
ゥ
カ
歌
に

「1
^

航
ま
ザ
だ
フ
氣

I
I

お
而 

僚
®
乃
辛
戀
毛
吾
處
鴨

」

に
あ
る
が
如
く
、製
墜
事
業
は
遠
さ
以
前
か
ら
營
ま

a
:て
ゐ

4:̂

こ
ご

.

.

思
ふ
其
他
海
人
と
し
て
の
志
贺
の
浦
人
に
就
い
て
は
、同
ぐ
く
蔣
葉
華
第
十
ニ
卷

.作

.
者

：
不

.
明

の

中

ぞ

ル

S
i

デ
W
ザ
釣
歡
燭
ル
有
射
封

：
^
.
 ̂0 
0 
0
ず
脈

.

.夢刚ン

#
ま
#」
义
时
七
卷
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ザ

歡

1  

水
郞
乃
氣
船
之
綱
不
堪
情
か

M
i
l

m%
I
I
i
」

等
あ
--、更
に
志
賀
に
海
人
多
く
住
し
て
ゐ
た 

N/

ビ
を
腫
す
る
も
の
は
、香
，稚
、志
賀
兩

.
#社
に
存
す
る
银
典
の
古
式
で
あ
る
、例

.者
、香
稚
宮
.で
は 

志
賀
白
水
郞
風
俗
樂
を
泰
す
る
め
が
定
武

V
J

な
ク
て
ゐ
る
、即
三
代
實
錄
第
二
十
八
卷
に

r

鼻

^

十
八
年
春
月
ニ
づ
五
日
癸
巩
先
ぃ
是
眷

(

觀
十
六
年
太
宰
庶
言
、香
稚

0
宮
每
年
春
秋
银

ni"
志
資

.

鳥
白
水

.郞

十

人

女

十

人

夢

風

俗

樂

，
所
，
著

衣

®
、去
寶
龜
十
一
年
、大
成
正
圆
位
上
佐
伯
宿
翩

♦

毛
人

f

楚
孤
ギ
代
久
遠

.不

.お

11

服
用

S

以U.

府
雄
物

1

造
充
之
、至

：，

是
大
政

.官
處
分
依
請
焉

j

と
あ

b
,

其
他
、二
月
六
日
の
银
に
は
、同
じ
く
志
賀
白
水
郎
が
海
藻
介
蟲
を
献
ず
る
こ
と
に
な
ウ
て
ゐ
る
、

後
世
に
ほ
志
贺
の
翩
宜
坐
の
社
人
が
海
，藻
を
調
物
，

V
J

し
て
舉
ク
た
ょ
ぅ
で
あ
る
、又
、志
臂
明 

刺
に
て
も
二
月
十
五
日
に
獵
激
の
式
が
あ
る
、更
に
肺
功
紀
な
ど
じ
も「

遣
ニ
繊
鹿
海
人
名
草
，
而
命
，ぃ
 

獨
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與
蓋
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X

國
乎
、愛
卜
；W

日
.，0.臨
故
有

k

云
々」

等
の
記
事
が 

巧
ノ
え
ゐ
る
の
で
あ
る
要
す
る
に
海
制
國
に
於
て
主
要
な
地
位
を
有
し
て
ゐ
カ
志
賀
及
お
附 

近
の
經
濟
的
當
力
は
主
ビ
し
て

.海
産
物
殊
に
海

®

で
あ
ウ
力
ビ
思
ふ
、而
し
て
料
理
法
の
幼
雅

で
あ
ク
カ
上
古
に
於
て
生
要
な
食
物
で
あ
る
激
介
類

{香
稚
の
鋒
に
，箱
崎
の
海
人
が
殿
七
十
五
、
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.，

鶴ホ
！'

歡 

六
0 

路
七
十
五

#
七
千
五
を
献
ず
る
の
が
常
例
ビ
な
ウ

.力
如

.さ

.は
魏
志
の
；ぶ

r

撒
：人
好

.沈
沒
捕
魚
給

」

と
併
せ
考
ぺ
て
當
時
海
人
の
捕
獲
せ
し
激
介
の
如

.何
な
る
も
の
で
あ
ウ
：力
か
を
知
る
こ
ご
が 

出
來
る

)

及
野
茶
類

(
論
者
の
推
變
す
る
處
で
ゆ
、今
日
、世
人
が
朝
食
の
際

H

主
と
し
て
用
ゆ
る
榮 

清
は
其
實
古
代
で
は
主
要
食
：物
ヤ
あ
ク
カ
も
の
が
料
理
法
の
錢
達
：に
り
れ
て
、漸
次
胸
汰
さ
れ 

て
、今
日
で
ほ
僅
か
に
朝
食
の
際
に
其
名
殘
を
留
め
力
も
の
と
思
ふ

)

に

對

，
し
.
て

今

日

ょ

々

も

多 

く
の
墜
を
必
要
と
せ
し
こ
ご
く
思
ふ
、然
し
志
賀
及
其
附
近
の
地
が
如
何
に
多
く
の
海
産
物
を 

産
す
と
し
て
も
如
何
に
多

.く
の
海
®
を
産
出
す
る
ビ
し
て
も
此
地
方
の
住
民
は
單
に
産
物 

殊
に
海
魔
の
み
で
日
常
の
生
活
を
維
持
す
る

Z
と
は
不
可
能
で
あ

.る
、必
ず
や
多
少
の
農
産
物 

を
S
取
す
る
必
要
が
あ
る
、然
る
に
此
地
方
は
山
及

.沙
地
；の
み
で
殊
當
時
の
農
業
經
營
上
必 

要
な
用
水
が
缺
乏
し
て
ゐ
カ
結
柴
殆
ん
ど
農
産
物
を
産
し
な
か
ウ
カ
と
思
ふ
、故
に
彼
等
の

日
.

常
生
活
上
の
您
望
を
充
た
す
爲
め
に

は
、勢

ひ
自

己
消
費

以

，上

に
餘
裕

.あ
る
海
産
物
を
與
え
て

.

贼
乏
を
感
じ
て
ゐ
る
農
産
物
の
供
給
を
受
く
る

.

必
要
が

.

あ
る
、而

し
て

當
時
海
神
國
の
勢
力
範 

圓
で
比
較
的
農
，産
物
の
豊
富
で
あ
ク
カ
ビ
思
は
る

 

> 

の
は
對
岸
、那
河
川
の

.

流
域
地
方
で
あ
る
，

斯
く
て
是
き
の
地
方
に
於
け
る
農
產
物
，を
以
て
對
岸
.
.志
：賀
.方
面
®
.海
産
，物
と
.交
換
す
’る
じ
至

T f l

ウ
た
の
で
お
る
，而
し
て
以
上
交
換
の
中
心
ご
な
つ
力
：も
の
は

.那g

に
於
け
る
住
青
社
で
あ
ひ 

ね
ご
思
ふ
、

®

に
筑
前
績
風
土
記
春
吉
村
の
祭
に
ぶ
日
住
言
九
月
の
银
の
時
は
、月
の
初
ょ

-

末̂
迄

. 

交
易
を
、な
し
：
る
、市

®
成
し
故
に
人
多
く
集

-
云̂
々」

ご
あ
る
の
は
、明
か
に
.古
代
の
慣
習
が
保 

存
せ
ら
れ
て
ゐ
力
の
で
あ
る
、蓋
、肺
社
の
境
內
又
た
は
其
附
近
の
地
が
市
揚
と
な
る
こ
と
は
犯 

上
決
し
て
珍
ら

.し

.さ
事
實
で
は
な
い
、例
考
古
代
羅
愿
に
於
け
る

「

ァ
グ
ジ
デ
ン

」

丘
の
っ
チ
ァ
ナ

」
殿 

堂
の
如
き
、或
は

「

エ
ト\

タ
ャ」

の「

フ
ェ

\

 

一！
ァ」

の
如
§

何
れ
も
神
社
の
附
近
に
市
場
の
，發
達
し 

力
例
織
で
あ
る
、而
し
セ
住
士

3：

社を中心して發達し

.た
ホ
場
収
引
が
多
く
農
産
物
の
如

& 

或
'ほ
海
産
物
殊
に
海
腹
の
如
さ
大
量
的
の
も
の
で
あ
つ
力

こ

V
J

は
自
か
ら
對
岸
志
貧
，方

面

と

‘ 

の
交
通
上
海
上
を
利
用
す
る
こ
と

V
な
之
れ
が
地
方
的
海
上
交
通
の
頻
繁
な
る
に
ジ
れ
て 

「

律」

の
發
達
す
る
に
至
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
的
で
あ
る
、殊
に
此
方
面
に
っ
撒

」

の
成
立
す
る

i

は 

彼
の
仲
哀
紀
に

「

皇
后
別
船

.自U

洞
海

r

入
之
潮

.御
不：.

得
，
進
、時

熊

織

更

遺

之

自

ご

洞

寒

后

，
則
見
， 

御
船
不

.進1

惶
*
之
忽
作

n

魚
紹
鳥
池
お
聚

n

魚

鳥

！
享

后

着

，，是0
鳥
之
遊

r而
忿

'心
稍
解
及

i

嫌
：
 

即
徵
¥

尚
律
こ
に
も
る
尚
律
の
場
合

W

同
じ
く
海
岸
が
辕
淺
で
：

®
航
"の
船

.舶
が
時

y
r

じ
て
湖
時 

を
俟
ク
必
要

.が
あ
ウ
力
こ
と
に
歸
囚
す
る
と
思
ふ
、又
、農
産
物
其
他
贫
料
品
の
輸
旧
入

n

 4̂

る

银
十
i
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5

五
六〕

論

就

我

i

港
の
史
的
研
究 

こ
ビ

.

を

推

定

す

る

こ

ビ

に

ょ

ジ

て

宣

化

紀

に

，あ
る

食
者
天

.

下

之

本

也

、
黄

金

萬

，
賞

不

レ

可

レ

參

飢

、
白

玉

千

箱

何

能

.

救
.

檢

、
关

.

.
筑

紫

國

者

m
週

之

所

％

屈-

去

来

之

所

レ

騰

，
ほ

、
是

以

海

.
表

之

國

候

U

海
t

來

賓
I

 

f

£

貝
き
胎
中
之
帝
，

S
-
H
-

朕
身
！收
ニ
藏
穀

.稿
，#

積
儲
親
遙
設
，凶
年

I

厚
纏
，良
客

-安
，

國

ナ

カ

.
更t

-
迄

レ
此
、
故

朕

遣

ニ

阿

蘇

仍

君

-

加
，
蓮

河

.
內

國

，
茨

.

旧

^
郡

屯

倉

之

，
穀

I

蘇

我
‘

大

'
©、稻
目
宿

0 
s
r
f
s
張
述

1

運
ホ
尾

.張
屯
倉
之
穀
，物
部
大
述
、愈

.鹿

火
：.

宣
T遺ニ.新

家
述

k

新
家
屯
倉
之
穀
，

.ay
倍

E 

s

.

#
 

a
 

H
H
&

ホ
伊
.贊
國
：屯
倉
之
，熟
條

i

宮

， 

家
那
雜
之

P

云

々」

上

の

記

事

を

理

解

ず

る

乙
と

が

出

來

る

ビ.

思

ふ

、
換

言

：
す

れ

ば

.‘
,

多

の

窜

名

稱

で
あ
ク

た
‘ 

律
は
宣
化
以
前
に
於
て
旣
に
穀
物
を
集

*

ず
る
に

足
る
設
備
を
有
し
て
ゐ
力
の
で
あ
る
、次
ぎ 

に
那
？

2

さ

名

f

あ
る
が
、先

2

 

t
の
那
S

那
&

S

で
は
t

廣
義
の

「

ま

」 

で
あ
◊
た
と
思
ふ
、更
に
第

1
1

の
傅
多
で
あ
る
が

#

者
の
考
ふ
る
處
で
は
、今
日
の

r

博
多
！

i

 

ビ
呼
ん
で
ゐ
る
が
、今
を
去

る

三
商
年
前

,

^

基
督
敎

.
徒
が
歐
洲
方
而
.に
報
告
し
力

も
の
、

ト
こ 

は

F
a

c
a

t
a

ご
な

.

ウ
て
ゐ
る
、例
煮
西
：曆
千
六

.
'百
四
年
の

1せ
.

ズ
ィ
ッ
ト

，
」

敎
徙
：の

敎

*
翰
の

如
き
ょ

B
a
m
a
J
g
a
s
M
B
B
gs
m
M
BB
a
a
g
m
a
a
sBmLrJyû

n
m
;̂

 

毫S

U

其 

一
9
で
あ
る
、而
し
て
論
者
は
傅
多
の
照
昔
は

' Paccata

で
あ
ジ

が

ご
思
ふ
、C

a
t
a

はf

ホ
象g

u
r
a
- 

c
a
t
a

のC
a
t
a

を

同

様

力

は

「

'律」

を
意
味
す
る
と
思
ふ
、

.次
ぎ
に

.古
代
朝
鮮
語
や
一

‘飄」

の
こ

と 

P
a
k

ご
稱
す
る
の
で
あ
る
が
、此
點
に
就
い
て
注
意
す
可
，

T
u

こ
ざ

は
東
國
通
鑑

.の「

浙
1 

王

ニ

年

春

月

公

i

爲
二
大
辅
こ
、

/
J

三
國
史
記
の
ま
公
未
レ
評

U

其
族
姓

T

本
®
人
、制
以

A
挪
簾
レ
腰
，
 

渡
レ
海
而
来
、故
灘
ニ

®
公
こ
ご
で
あ
る
、論
者
の
推
考
す
る
處
で
は

「

博
多」

は
以
上
新
羅
で
有
名
な

# 

奇
的

.人
物
で
あ
る

S

公
の
雄
又
た
は
靓
を
腰
に

.
す
る
德

.人
の
律
と
云
ふ
意
義
で
、
名
稱
ょ
專 

ら
新
羅
方
面
か
ら
自
余
の
韓
國
及
支
那
方
面
に
波
及
し
、新
羅
人
及
其
他
の
外
國
人
が
來
る
に 

ウ
れ
て
、漸
次
彼
等
の
灘
呼
が
古
き
那
ノ
糖
に
對
し
て
新
し

&
名
稱
，と
な
つ
力
と
思
.ふ
、®
ちr

那
挑」 

V

し
碌
多J

ご
の
關
係
は
、丁
度
希
職
人
が
自
國
人
を

Hellenen

と
云
ク
力
の
に

a
し
て
、當

考

±

に
住
ん

.で
ゐ
カ
同
族
が
希

®
人
を

Graeci

と
云
り
々
如
さ
も
の
で
、那
律
は
本
部
人
が
ホ
名
せ
し 

も
の

’傅
多

.は
同
律
に

®
し
て
外
國
人
の
名
け
力
も
の
で

.あ
る
'と
.

5
5

ふ
。

之
れ
を
要
す
る
に
那
"津
即

ち
博

多

の

成

立

初

.勘

は

所

謂

地

方

的

の

意
義
を
有
し
た
も
み
で
、

お

激
银
晦
類
は
農
産
物
の

輸
送

が
重
要
な
意
義
を
有
し

て
ゐ
，
力
こ
，
と
は
.

誰
人
も
定
す
る 

を
稱
ぬ
こ
と
、
⑩
ふ
。

奶
十
一
卷

(

5

五
七

)

論

説

i

海
港
の
§

研
究
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論
說
我
邦
海
港
の
史
的
研
究

I
ザ;ちで.，；.)?! 

：I

鶴
十
二
號

六
四

C
普
八

)

,

' 

,

:

,

'

' 

',:ニ
 

. 

.

. 

. 

. 

- 

我
劉

.の
都
市
中
、一

f
f
l細
特
の
後
達
を
有
し
た
挑
に
於
け
る
企
業

.的
資
本
が
其
根

M
に
於
て

架
し
て
如
何
な
る
要
素
か
ら
成
立

.す
る
に
至
ク
ヵ
か
は
本
邦
經
濟
史
に

V
J

ウ
て
與
味
あ
る
阿 

究
で
あ
る
、論
蒸
の
推
考
ず
る
處
で
は
、初
期
に
於
て
之
れ
が
著
し

&
所
因

V
J

な
ジ
カ
も
の
が
三 

ク

あ
る
其
第

r

は
の
挑
の
位
置
が

#
,河
、泉
三
國
の
要
衝
に
當
ウ
て
ゐ
る

ざ

共

に

紀

州

、
大

ぬ

，兩 

方
面
に

通

じ
、殊.に
挑
の

Hinterland

で
は
消
費
能
力
の
竊
達
せ
る
人
口
が
纖
密
で
あ
り
ぬ
こ
と 

は
物
資
の
供
給
地
ご
し
て
挑
を
盛
ん
な
ら
し
め
力
も
の
で
あ
る
、而
し
て
之
れ
が
第
二
一
の
原
因 

l
i

我
國
民
に
と
ジ
て
主
要
な
食
料
品
で
あ
る
傲
類
が
其
沿
海
に
於
て
豊
富
で
あ
ク
々
こ
と
で 

あ
る
，例
者
、挑
鑑
土
産
の
條
に
症
吉
明
神
の
社
の
御
前
，の
海
邊ょ

.：：V

寄
*
魚
を
前
激
と
云
、又

 ̂

j 

§
に
は
西
宮
戎
の
糊
前
の
海
邊
ょ

A
寄
來
ざ
云
共
，申
傅

-CS

時
節
は
三
月
ょ
り
六

rrr

ま
で
の 

事
也

V
J

云
ふ
、歌
枕
に
爲
家
御
歌
に
ゆ
く
春
の
腐
の
浦
の
さ
く
ら
鯽
あ
か
ぬ
が
た
み
に
け
ふ
や 

引
ら
ん
と
讀
力
れ
ぱ
鯽
許
に
限
樣
な
れ
共
、總
じ
て
當
浦
の
命
を
前
傲
と
云
ふ
」

と
あ
る
が
如
き 

は
其
一
端
を
示
せ
る
も
の
で

>
Mだ
以
上
の
如
さ

一

定
の
時
期
に
限
ら
れ
カ
激
類
を
し
て
出

* 

丈
，け
其
市
價
を
撒

：；5^

し£n̂

 

◊
之
れ
が
販
眼
を
條
張
す
る
爲
め
に
は
、其、激
類
の

.
®存
：時

期

：を
：長
，

な る 御 事 藤 地  

る 腹 誕 本 史 方  
の 梅 生 記 を ご

く
す
る
の
必
要
が
あ
る
、域
に

®
激
の
間
题
を

' 發
生

^
る
の
で
あ
，る
、

W
し
て
海

®

マし本 

の
：間
に
極
め
て
古
く
か
ら
關
係
の
存
ず
る
ご
思
は
.れ
る
，事
實
は
此
地

' 方
で
最
も
古
さ 

有
し
て
ゐ
る
三

.村
大
明
神
で
.あ
る
揮
鑑
鯽
廟
の
部
に
，ょ
れ
ぱr

鎭
守
三
；村
大
明
：神
は
*

云
か
け
ま
く
も
泰
も
天
膊
七
代
併
肺
諾
尊
の
、鄙
子
と

し

て
、日
向
國
小
月
の
®
湖
に
て 

在
て
，其
後
章
原
喘
森
に
够
住
玉
ネ
事
無
量
歲
也
、御
神
號
を

i
l

ヶ食
1

1
ナ
辩
き
中
舉 

の
-事
を
司
ど
み

^
ふ
に
依

‘て®

律
老
翁
ビ
も
名
付
舉
る

」

と
.あ
：
b
、更
に
第
二
の
.儉
腫
と 

は
嚴
州
思
の
左
の
記
一
事
で
あ
る
。

：

 

.

棵
ノ
律
バ
 

•

余
按
古
誉
職
穴
鄉
土
師
鄉
ノ
下
條
ノ
請
村
也

-

化
ノ
猛
ま
沖
町
ン
能

W

、後

^

、鋪ノ灯

"
柳ノ盯
>
*
?
筒̂
V

、神
明
ァ 

g

并

M
 

材
木
町
、取

/

町
、御

0
町
、抑ノ町

-
湯
勘

m 

P

.
合

按

、舊
出
師
ノ
鄉
ノ
下
，
條

也

、今

'日
：北

莊

‘

晋
驢

^
<鄉
.：
：

.

'

有
並
ポ
ノ

W

‘、ザ

翦

ツ

大

宿

嵐

.
W

,
中ノ町、寺

‘
地
V
 

1

7
小
称
寺

' 

町
、新
在
家

.
-
W
、旅
籠

.

町
、南
ノ
半
町

I
 

‘

肅
者
は
勿
論
土
麻
腹
穴
兩
细
を
以
上
の
如
嚴
密
に
规
定
す
る
も
の
で
は
な
い
！

^
、然
.ハ
も
以

竿

！卷

(
l
E
n
f
l

九)

論

E

我
邦
海
港
の
史
的
研
究
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十
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K
K
W
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
s
s

f

l

で
其
中
の
水
分
が
蒸
發
し
て
腹 

し

力

の

か

、或

は

瑰

時

大

，鳥

地

方 

萬
葉
の
所
謂
っ
片
摩
の
如
さ
も
の 

ビ〜

思
ふ
、而
し
て
此
事
實
は

®

鎮
十
i
 

, 

(

5

六
0)

論

m

 

i

n

的研究 

第
十一

號

六

六
 

上
の
兩
鄉
が
相
饼
ん
で

‘存
在
し
て
ゐ
力

.

-
U

は
、や
が
て「

同
地
方
が」

筒
の
製
®
.
地
で
あ
ウ
力
こ 

と
を
瞪
明
す
る

も

ヲ
で
あ
：タ
、蓋
、古
代
に
於
け
る
我
製
酸
業

.は
極
め
幼
雅
な
も
の
で
、多
分
毛 

細
營
引
力
で
漸
次

K
藤
し
力
海
水
が
太
陽
と

®
力
と
の
，作
用 

分
の
み
細
砂
中
に
残

®
す
る
も
の
を
溶
解
し
て
濃
厚
®
水
と 

，の

最

も

，幼

稚

な

赚

業

に

；
見

る

如

く

、
簡

略

な

器

，具

で

煮

沸

し

て 

を
.&.5

や
し
力
.の

力

何

れ

に

し.て
，も

或

土..器
.を

必

要

と

し

た

こ

穴
鄉
じ
土
師
鄉
、の
對
立

レ

な
、所
以
で
あ
る
ご
思
ふ

勿
！！

土
師
氏
は

'垂

仁

紀

に

あ

る

が

如
く

！！； 

地
方
に
够
住
し
の
應

•神4
1

德
等
の
山
陵
營
造

'.の
爲
め
に
移
.住
し
た
も
然
か
も
同
地
方
に 

於
け
る
特
殊
な
，經
濟
事
情
が
彼
等
を
し
て
漸
次
職
業
の
轉
化
を
發
生
せ
し
め
カ
ビ
す
る
の
は 

必
す
じ
も
輕
卒
な

g

案
：で
な
い
と
思
ふ
、彼
の
挪
艦
.土
産
の
條
に

「

今
の
齋
赠
屋
先
組
は
昔
年
は 

藤
九
郎

.VJ

て
猿
丸

.大

.夫
の
末
孫
と
云

‘
.へ

り

、
花

，
洛
.上
'鴨
尊
称
村
の
人
也
し
、天文
年
間
に
當

、# 

後
村
に
來
住
居
し
て
ょ
ぐ
以
来
紀
伸
雜
賀
赚
を
求
め
土

®

に

入

て

，燒

返

.、諧

國

へ

商

資

し

て

壶
 

屋
藤
九
郞
ビ
號
じ
世
に
廣用

：.

故
に
キ
に
至
，迄
其
子
孫
相
績
す

」
ざ
あ
る
の
は
後
世
に
な
ク
て
其 

服
路
，の
擴
張
の
：結
果
、此

地

方

の

生

産

額

で

は

不

充

で

あ

：る
結
果
.他
よ
う
供
赞
を
，か
い
だ
も

の
と
思
は
.れ
る
の
で
あ
る
；要
す
る
.に
魚
類
を
永
續
‘的
に
貯
截
，す♦

に
：：

は

乏

，
れ

を
.應

ま

に

ず

，
'
る 

こ

ふ
に

.よ
ジ
て
大
量
的
に
貯
藏
し
得
る
、而
し
て
大
量
的
に
貯
藏
し

.得

.る：こ
は
更
に

0
屋
の 

必
要
を
：
^
す
こ
と
'に
な
る
晰
く
て
納
屋
の
成
立
以
後
は
之
れ
じ
よ
ウ
て
非
常
な
當
が
集
積
せ 

ら
れ
カ

Z.と
は
；̂
.ほ
十
七
世
紀
；の
取
.蘭
の
廣
が「

へ
ソ
シ
グ」

及

p
i
c
s
h
e
H
n
g

に
負
ふ
處
大
な
A
y 

し
が
如
さ
で
あ
る
、故
に
挑

の
，.經
濟
的
起
源
に
就
い
て
考
察
す
る
'時
は
明
か
に
其
處
に
海
職
其 

者
の
主
要
な
意
義
を

H

む
る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
あ
る

。
‘

.

要
す
る
に
慎
多
と
、视
と
は
共
に
之
れ

•が
發
達
の
起
勝
に
於
て
は
一
種
の

「

激
律」

で
あ
ウ
た
と 

思
ふ
只
た
此
激
律
の
經
濟
的
意
義
を
し
て
大
な
ら
し
め
や
：も
の
：

.は
魚
類
が
一
般
：國
民
の
ポ
旧 

品
で
あ
ク
カ
こ

.じ
、
海
®

に
よ
る

»
激
の
加

I
作
用
で
あ
る
、

I
加
i

作
用
は
永
久
的
に
生
産 

週
超
の
弊
を
防
ぐ
ビ
共
に
，一
面
に
於
て
は
遠
距
離
の
地
に
之
れ
が
服
路
を
求
め
得
る
結
架
、之 

れ
に
よ

-
て
齋
ら

.

.さ
れ
力
別
織
は
決
し
ヤ
少
く
な
か

C
V

ぬ
こ
ざ

，，
> 考
察
せ
ら
る

 

> 
の
ヤ
あ
る
、
 

而
し
て
此
利
益
は
或
意
味

K
於
て
雨

®

の
對
外
的

.活

動

上

に

：
於
：
け

，る

企

業

資

本

の

一

部

を

梢 

成
す
る
に

至
：.

ク
•力
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
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